


◇事業環境に関する認識と確認（経済環境）

内外需の低迷を背景に企業収益に足踏みがみられ、設備投資が伸び悩む等、

引き続き不透明な状況で推移。

海外経済においても総じて停滞基調のなか、中国をはじめとした新興国経済の

成長鈍化や、英国のＥＵ離脱問題等、様々なリスクが混在する状況で推移。

◇事業環境に関する認識と確認（物流業界の状況）

国内貨物は、天候不順による農産物への影響や個人消費の伸び悩み等から、

荷動きの低迷が続き、

国際貨物は、円高や海外経済の減速により輸出貨物が減少する等、総じて低調に推移。



◇財政状態

現金および預金の増加等により、対前年度末３６７億円、２．５％増加。

◇キャッシュ・フローの状況

現金及び現金同等物の２０１６年９月末残高が、対前年度末５５４億円増加。



◇売上高の推移

対前年４３９億円、４．６％減少。

前年の米国西海岸港湾混雑の影響による反動減、石油販売単価の下落、

円高による為替の影響等により、警備輸送セグメントを除き、各セグメントで減収。

◇営業利益の推移

対前年１３億円、５．８％増加。

利用運送費や外注費、燃油費の減少等により、

日本、欧州、東アジア、南アジア・オセアニア、重量品建設の各セグメントで増益。

日本セグメントでは、Ｍ＆Ａによって連結化した会社が、

南アジア・オセアニアにおいては、今期より連結化した子会社が収益に貢献。



◇経常利益の推移

対前年５億円、１．８％増加。

◇親会社株主に帰属する四半期純利益の推移

対前年３０億円、２０．３％増加。

特別利益は、固定資産売却益の増加、持分法適用会社の連結子会社化に伴う

差益の計上等により、３７億円増加。

特別損失は、前年に固定資産処分損を計上していたこと等により、１７億円減少。



※以下、セグメント毎の概況は、第２四半期単四半期の内容

「海外会社」の第２四半期は、４－６月期

◇日本・・・減収、増益

鉄道、トラックの取扱い等が総じて低調に推移。

相次ぐ台風の上陸・接近による影響で、特に北海道において農産物の荷動きが減少。

８月以降は日本通運単体において、

自動車運送や航空運送での売上高が前年を上回る等、荷動きが回復の兆し。

航空・輸出フォワーディングでは、アジア向けの液晶関連や電子部品の荷動きが

堅調に推移する等、取扱重量が全体で対前年８．３％のプラスとなったが、

燃油サーチャージ下落の影響があり、売上げは減少。

Ｍ＆Ａによりグループに加わっている連結会社が、

売上げ、利益面ともにセグメント業績に貢献。

利益面では、利用運送費や外注費、燃油費の減少等により、増益を確保。

◇米州・・・減収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、減収、増益。

前年の西海岸港湾混雑の反動で、米国の航空・輸出入フォワーディングと、

海運・輸入フォワーディングが減少。

自動車関連の米国－メキシコ間のトラック輸送が堅調に推移。

全体では、米国における航空利用費の減少等もあり、増益。



◇欧州・・・減収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでは、増収、増益。

地域全体では、医薬品関連や自動車関連の航空・輸出フォワーディング、

倉庫配送業務が売上げを伸長。

フランス、イタリアでは、医薬品関連等の航空・輸出入フォワーディングが伸長し、

英国では、自動車関連の輸出フォワーディングが、航空、海運ともに好調に推移したほか、

オランダでは、既存顧客の倉庫配送業務の取扱いが堅調に推移する中、

新規案件も獲得。

◇東アジア・・・減収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでも、減収、増益。

地域全体では、前年の米国西海岸港湾混雑の反動の継続もあり、

航空・輸出フォワーディングの売上げが減少。

中国において、自動車関連の倉庫配送業務が好調に推移し、

航空利用費等が減少した結果、増益。



◇南アジア・オセアニア・・・減収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースでは、増収、増益。

地域全体では、前年の米国西海岸の港湾混雑の反動により、

航空・輸出フォワーディングの売上げが減少。

フィリピンでの倉庫配送業務が堅調に推移したことや、

第１四半期および第２四半期に連結化した子会社が、増収に寄与。

利益面においては、航空利用費、船舶利用費、作業施設使用料等、

コスト全般の圧縮効果により増益。

◇警備輸送・・・増収、減益

地域金融機関をターゲットに拡販に努めたが、人に関わる各種コストが増加し、減益。



◇重量品建設・・・減収、増益

国内においては、重電関連工事や風力発電関連の輸送・据付業務が減少したが、

シャットダウン・メンテナンス業務やプラント建設等が増加。

海外においては、前年の大型プラント工事がピークアウトしたことにより、大幅に減収。

利益面では、利益率の高い工事の受注があり増益。

◇物流サポート・・・減収、減益

日通商事における石油類の販売単価下落が大きく影響。





◇７月２９日発表の数値を据え置き。

各セグメントの業績見通しも変更せず。



◇日本

国内外の需要が低迷する経済状況のもと、荷動きは力強さを欠き、

緩慢な動きとなる予想。

陸海空のワンストップ体制により営業力を強化し、

オペレーション面においても更なる効率化に注力。

第２四半期にあった台風の影響については、下期には限定的なものとなる見込み。

◇米州

米国、メキシコにおいて、設備関連の海運・輸入フォワーディングが減少し、

自動車関連のトラック輸送の取扱いが好調を維持する見込み。



◇欧州

航空・輸出入フォワーディングが堅調に推移する見込み。

◇東アジア

自動車関連の倉庫配送業務の取扱いが好調を維持し、

航空・輸出フォワーディングは低調に推移する見込み。

引き続き、利用運送費等の削減に注力。



◇南アジア・オセアニア

営業を更に強化し、ロジスティクス業務で囲い込んだお客様の

航空・海運フォワーディングの獲得に取り組む。

引き続き、航空利用費、船舶利用費等の削減により、利益の確保に注力。

新規連結子会社の収益も寄与する見込み。

◇警備輸送

キャッシュ・ロジスティクスプラットフォームの構築により、

金融機関からのアウトソーシング獲得に注力。

人に関わる各種コストの増加による影響が避けられない見込み。



◇重量品建設

国内のシャットダウン・メンテナンス業務、

および重電関係の輸送据付工事の獲得に注力。

海外の大型プラント工事の終結による影響が続く見込み。

◇物流サポート

石油類の販売単価下落による影響が落ち着く見込み。





（エリア戦略・日本）

◇大都市圏におけるグローバル企業との取引拡大を図るため、

本年５月に関東ブロックにロジスティクス事業支店を設立。ヘルスケア、電機・精密機器の

大手グローバル顧客をターゲットに、アカウント営業を更に強化。

◇自動車運送事業におけるネットワークの強化のため、

本年４月に出資を行った「名鉄運輸」を戦略的パートナーとし、

特別積合せ輸送における配送、幹線便の共同運行、ターミナルや拠点の共同利用等を、

各地域で更に拡大。鉄道コンテナや引越での協業も、引き続き実施。

（エリア戦略・海外）

◇南アジア・オセアニア地域における成長を図るため、

本年６月にタイで持分法適用会社を１００％連結子会社化。

東南アジア・メコン経済圏のめざましい発展にスピード感を持って対応し、

グローバルロジスティクス事業の更なる拡大を図る。

◇インド国内物流の需要の高まりに対応し物流機能を強化するため、

本年７月に２つの子会社の事業を再編。

「インド日通ロジスティクス」が、インド国内物流の専業会社として営業を開始し、

航空・海運フォワーディングを中心に展開する「インド日本通運」とともに、

インドでの輸送ネットワークの拡充と、輸送サービスの充実を図る。

◇東南アジア諸国を中心としたインフラ整備や工場建設の需要増加に応えるため、

重量品輸送・各種プラント事業を総括する「ＮＥＸ グローバルエンジニアリング」

をシンガポールに設立。

発電・プラント設備等の受注拡大を図り、グループの海外ネットワークを活かしてお客様の

海外進出にワンストップで対応し、グローバルレベルでの成長を実現する。




